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色合わせ技術に関する研究(第3報)

                                                                染  色  部   渡辺  孝雄     小林  敏弘
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                                                                技術指導部   望月  政夫

1.  緒  言

  伝統織物「結城紬」の生産の一翼を担う染色業にとって,色合わせは経験と勘を必要とする難かしい作業である。それ

を廉価な機器で合理的に行う方法を開発している。

  本年度は,結城紬の色見本約 200 色収集し,測色値データを分析して,配合組合わせ染料の選定を行い,試染物を作成し

た。また,検索色を目標色に近似させるための修正予測プログラムを作成した。

2.  実験方法

2.1   試染物の作成試験

2.1.1  当産地で使用している統一染料(錯塩染料) 20種類の2色及び3色配合組合わせ数は1330組になる。データ保

存の効率化を図るため, 目標色(結城紬色見本200点)に適合する染料組合わせとして13組を選定した。

2.1.2  染色濃度は,0.1,0.5,2, 5%owfの4段階

2.1.3  染料A,B,Cの配合比率をa:b:Cとし, a+b+C=10とする。染料配合組合わせ1組について,2色配合は12種,3色

配合は20種の配合比率を選定した。

2.1.4  染色方法は,淡色の場合,均染剤を添加し,中・濃色の場合は,均染剤と酢酸及び酢酸アンモニウムを添加し,60

分間染色する。

2.1.5  供試糸は,絹糸及び手紡糸

2.1.6  測色計はSM-2(スガ試験機),パソコンはPC-9801mn(日本電気)

2.2  修正予測プロダラムの作成

  染色データの入力数では限界があるので,検索色を目標色に近似させるための修正予測が必要である。そのために,検索

色の染色濃度と配合比率を変えることにより, 目標色の測色値(明度,彩度,色相)と一致させるプログラムを作成した。

  それには,試染物の既知測定値と染色濃度及び配合比率の関係から,予め補正係数値を求め,入力しておく必要がある。

3.  実験結果及び考察

3.1   2色及び3色配合試染物の測色値データを入力した。入力データの登録数を色相別に分類すると表1の通りである。
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3.2  色見本No.1の検索結果は,表2,図1の通りである。

検索色の修正予測法は表3の通りである。
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  表   3

  　　　　　　　（注）1． No.は染料配合組合わせ番使用染料番号

　　　　　　　2.  Vla, Vlb, V1cは各染料の染色濃度1%owfの明度

　　　　　　　3.  Vca,Vcb,Vccは各染料の染色濃度1%owfの彩度

　　　　　　　4.  Xは染色濃度

　　　　　　　5.  a,b,cは配合比率

　　　　　　　6.  Sla, Slb, S1cは各染料の明度係数

　　　　　　　7.  Pa, Pb, Pcは各染料の彩度係数

　　　　　　　8.  Ha, Hb, Hcは各染料の色相・

　　　　　　　9.  AIL, AIC, AIHは明度,彩度,色相補正係数

　　　　　　　10. Lw, Cw, Hwは予測値

　　　　　　　11. L, C, Hはサンプルの測定値

　　　　　　　12. GOSAは予測値と目標色の測色値との誤差を示す。

図     1
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色見本ル1の染色レサイプは次の通りになる。

染色濃度=4.5%owf,配合比=4：3:：3

Ａ＝カヤカラン・スカーレットＧＬ ・・・・・・1.8%owf

Ｂ＝ラナシン・レッドＢＬ・・・・・・1.35%owf

Ｃ＝イルグラン・ブロン２ＧＬ・・・・・・1.35%owf

4  結  言

  市販のCCM は高価であるため, 当産地の染色業には導入が難かしい。この方法は廉価な機器によりできるため,産地の

使用している染料が共通していること,素材が少ないという特長を生かして, 試染物の作成を計画的に行えば実用化が可

能である。

 (そのため,結城紬染色後継者を対象に,  CCM研究会を毎月1回開催して実地指導を行っている。)
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